教材番号　　一般民事№2
対象　　　　小・中・高
～子犬の代金を返して！～
１　事例
　　S君はB店で、チワワを８万円で買ってもらいましたが、その子犬は購入して３日後に病気になり、１０日目に死んでしまいました。獣医の話によると、この子犬は、２週間前から治らない病気にかかっていたとのことでした。S君は、B店に苦情を申し出たが、B店は、「購入の際に、『子犬は生き物ですので、引き渡し後に何があっても店は責任を取りません』と書いてある紙にサインをしてもらったので、代金は返せない」と主張しています。S君は、子犬の代金を返してもらえるでしょうか。
２　テーマ・ポイント
　事例を通じて、契約の意味、契約の拘束力について学んでいきながら、それぞれの主張の合理性について検討をする。また、消費者と事業者との間の情報の質及び量並びに交渉力等の格差にかんがみ、消費者の利益の擁護及び増進に関し、消費者の権利を尊重するという観点から、消費者保護について考える。また、応用問題として、代金の返還以外の請求ができるかどうかを考える。
３　授業の進め方（一例）
　　まず、事例を検討し、ワークシートの記入してもらう。その後、S君の立場、B店の立場にわかれ、それぞれの立場から意見を述べてもらう。
次に、弁護士に事例に関する見解（特定物売買・解除・契約自由の原則・消費者契約法等）について説明をする。
その後、代金の返還以外の請求ができるかどうかについて、まずどのような請求がありうるか（子犬の治療費や慰謝料）を考えてもらい、その後、そのような請求が可能かどうかを検討してもらう。
以上
